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ちなみに， オフィスの 1人当り面積について， ニュー・オフィ λ推進協議
会の調査によると， 日本tは1人当り面積は8.6m2であるのに対 1...，米国
22.2 rn2，西独 14.8m2， シγガポ ノレ 14.2皿包となっており〔朝日 1988.9 
14J， 日本のオフィユは諸外国からみてかなり狭いということになるυ
さて，上記以外の点で不満が多いのは， I書類が氾濫(保管エベースの不足，
保管方法が悪い)J (57.4%)， Iνイアウトが雑然汗しているJ(55.7%)， I牢調













































































ても，ま士一般オフィスにおいても盛んに行われた [SAF1975Jo この場合， SAF (スウzー
デン経営者連〉の技術部りレポート「ニ品ー ファクトリー」という題名が示jように (Aguren
and Edgren 1980)， 工場労働に重点があったのは事実であるが， オフィスについての設計も，
その改草についての研究も行われた (Hedberg1980; 1984J。そしも そうした運動を導いてい
たのが社会，投宿システム論であった[赤岡 1989. 9J。







企画会祉の月ピ チ・バノレ γであるがJ 同社では，倉庫を改造L ピリヤー
ド中ミエ・バーをつくったという o また， メイテック(名古屋)は陶芸ノレーム
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8 (134) 第 14.巻第2号

























































8) 杏 り Yζ ズ快適環境γ ロマシλ テム 三安和田銀火行災新海上宿新な都どA1b0支社広
香り環境制御システム 鹿島建設KIぜん
9) プフイバシー低(Lいo仕w坦Paりr壁tU10〈n1〉40，1却 cmJ〕 吉日ピ本IBMとコミュニケ (120 回一工・業ジ黒ー部・工1 場-ショ Y の調
整 電ミP通ャ国際情報サーピス(東京)
スト・システム







































ニュー オフィスと社会・技術γステム論 (137) 11 
の企業でみられる。
第2に，オフィ兄・ワーカーの不満の多い点の「空調」についても，室内全






















そとで， コードをフラ v トなものとし，その上にカーベットが敷かれる(例
え(，f，青森に本社のある建設資材商社， 育国産業の新本社ピノレ〉。また，いく
つかの企業では，自由な配線を可能とする二重床〔フリー・アクセ旦・フロア
12 (138) 第 144巻第2号
一〉を採用しているく第3表 4)。
しかし，新しいビノレを建設するのであればコ λ トは別にしc対応は比較的
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作り上げる例もある〈第3表10)。
c) 個人人格の尊重





たる Eみられ，も tオフ 4スを人間性豊かなものにする Eすれば，オフィ 1 ・
ワーカーに個望ないし仕切りのある空間が用意されることになろう。






















前者については， コンピューターと連動したフ司レゼンテ -./;::tY ・ノレー ムを
設ける伊jが見られるが，例えば， vYセサイザーで世界的に著名なローラソド






























第 1に3 立地や建物3 あるいは設備による経済効果がある。例えば， NTT品












































































れはさらに「管理職 心身共にお疲れ， wス}レスj95%J [日経流通 1987.4. 
27Jといわれ， r仕事の重圧は管理職以上， 平社員も楽じゃない!J [日経
1987.6.18Jという広がりをみせはじめるの。
3) 労働行政研究所は.1985年に心の健康について調査しているがj それによると従業員数30DOノ
18 (144) 第 144巻第2号
こうした，ハイ・ストレ兄がオフィス・ワーカーに重圧となってきたことを


































脚光をあびるにし、たるのは， 1986年 7月通産省がヱュー・オフ fス構想を示L
通産省3局長の私的諮問機関として. 8月「ニュー・オフィス推進委員会」が








ィス化運動は広がりを見せ始める。そして. 1988年 6月には， 日本経済新聞社
とニュー・オフィ 1推進協議会とが，第 1凶日経ニュー・オフィス貨の表彰式
を行ヲまでになっている。
第2に，ニュー・オフィ λ 関連ピジネスの展開が3 ニュー・オフィス化の勤
きをさらににぎやかにしている点が指摘できる。






















































































































































































































5) これは，現在ではよく知られているようにコンティンジェンシー ・セオリー において論じられ
た問題である[降旗赤岡 1979;岸田 1985J。
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